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2月例会 雪山体験

富士見台高原

中央アルプス 2016/02/06～07

松浦 SL沼崎

金子、岸上、天野
小栗、奥谷
部外者5名

2
松浦

3 10

02/06(土)
06:00 本社P
→08:00 ﾍﾌﾞﾝｽそのはら
→09:30 ｺﾞﾝﾄﾞﾗ終点
→11:30 萬岳荘（昼食）
→12:30 富士見台高原
→13:10 萬岳荘
→15:00 ｺﾞﾝﾄﾞﾗ乗り場
→16:00 昼神温泉
→18:00 赤まんまﾛｯｼﾞ

02/07(日)
07:00 朝食
→09:00 根ノ上高原散策
→09:20 展望台
→11:00 餅つき
→12:30 あかまんま発
→14:00 本社P

例年の2月例会は石徹白の民宿おしたにをﾍﾞｰｽに近隣の山を山ｽｷｰや登山を楽しんでいたが、今年の冬
から、民宿おしたにさんが冬季は営業しないことから、5月例会で縁のある根ノ上高原のあかまんまﾛｯｼﾞを
利用し、恵那山登山組と富士見台ｽﾉｰｼｭｰﾊｲｸ組で計画し実行した。今年は暖冬の影響で富士見台高原は
ｽﾉｰｼｭｰを履いて歩くほど雪はなく、天候もｺﾞﾝﾄﾞﾗ終点からはｶﾞｽ中でまったく展望のない中の山行となった。
今回は雪山初となる小栗、奥谷を連れての山行であり、その他にも雪山に慣れていない部外者の方がいたた
め、女性は早い段階で軽ｱｲｾﾞﾝを着用させ稜線を歩くことにした。ｺﾞﾝﾄﾞﾗとﾘﾌﾄで標高を稼げるので、ほぼ休憩
なしでアッという間に萬岳荘まで到着し、昼食をとる。周りは相変わらずｶﾞｽで展望なし。昼食後、富士見台高
原の頂上まで行ったが、ｶﾞｽの中で雪化粧した綺麗なｱﾙﾌﾟｽは見ることが出来なかった。
天気も悪く冷えるので早々に写真を撮り下山。萬岳荘まで戻り来た道を戻る最中で、徐々に天気が回復して
きた。途中からは富士見台高原の綺麗な笹原や雪化粧した南ｱﾙﾌﾟｽを見ることができ、皆すぐに立ち止まっ
ては写真を撮り、なかなか先に進まない。ｺﾞﾝﾄﾞﾗ駅に到着する頃には恵那山登山組も下山中と連絡があり
ホッとした。下山後は昼神温泉のゆったりーな昼神で汗を流し、OBの佐溝さんが首を長くして待っている
根ノ上高原のあかまんまﾛｯｼﾞへ向かう。しばらくすると恵那山組もあかまんまﾛｯｼﾞに到着。やっと全員集合
である。みんな腹ﾍﾟｺのため早速夕食とし、持ち込んだﾋﾞｰﾙｻｰﾊﾞｰで生ﾋﾞｰﾙを堪能しながらｼﾞﾋﾞｴ料理を
堪能した。夕食後は２Fのﾘﾋﾞﾝｸﾞにて大宴会のはじまり！それぞれ持ち込んだ色々なお酒を飲みながら
話に花を咲かせました。翌日は朝食後に根ノ上高原を散策し展望台から綺麗に御嶽山が見えた。根ノ上湖を
一周しみんなで幸福の鐘を鳴らしﾛｯｼﾞへ帰りお待ちかねの餅つき大会開始！皆楽しそうに餅つきを堪能して
いました。土曜日は生憎の天気だったが非常に楽しい2日間を過ごすことが出来ました。

雪山を知ってもらう、体験してもらおうと富士見台高原のｽﾉｰｼｭｰﾊｲｸを計画したが、雪が少なくｽﾉｰｼｭｰを使う
ことは無かった。雪が少ないので雪山初心者には軽ｱｲｾﾞﾝ（6本爪）を着用し歩いてもらったが、逆にこれが好
評でｱｲｾﾞﾝの安心感を味わってもらうことが出来た。ぴ～かんの天気には恵まれなかったが、最後には雪化
粧した山々の景色を見ることができ、雪山すごい綺麗～！楽しい～！の言葉に、富士見台を計画して参加し
てもらい本当に良かったと思う。また個人的にも雪山体験ｲﾍﾞﾝﾄをどんどん投入していこうと思う。
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